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第 3図はT≧ Tsgで測定 されたBrillouin帯中心 (q-0)における励起スペク トルの
データである｡通常の反 強磁性 体ではT>TNのdiffusiveモー ド(E-0に中,L､を
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埼玉大 ･理 元 屋 清一郎
∬-0･7付近の組成をもつFeJAlト∬合金は温度の低下に従って常磁性-強磁性-常磁性-
スピングラスという複雑な磁気転移を示す｡中性子散乱実験によれば,温度低下に伴なう強磁
性の消失は無限につながった強磁性ネットワークの中に,強磁性に関与しない有限サイズのク
ラスターが次々と生 じ,ついに強磁性ネットワークのすべてがクラスターに細分化されてしま
う結果であると解釈される｡1)強磁性相から直接スピングラス相-と転移するいくつかの リエ
ントラントスピングラスにおいても同様の中性子散乱実験の結果が報告されている｡
このようにして強磁性を失なったFe7｡.4A129.6のスピングラス相において,外部磁場に対す
る応答を中性子散乱 (主として小角散乱 )によって調べた｡2)外部磁場ゼロのもとでの弾性散
I
乱強度は,¢(運動量変化 )-0にピークを持ち¢の増加と共に急激に減少する｡ところが,
-様な静磁場 (3-10kOe)をかけるとQ～0の散乱強度は急激に減少し,有限のQにピーク
を持つ形-と変化する｡ピークの位置はほぼHl/2に比例するが,ピークの幅はH<10kOeの
測定範囲内では,ほぼ一定である｡このピークは磁場方向 (散乱ベクトルに平行又は垂直 ),
結晶方位,試料の熱的履歴に無関係に生 じる｡更にこのピークは (0,0,0)点のまわりだけ
でなく,(0,2,2)ブラッグ点のまわりでも観測される｡
このピーク出現のメカニズムとしては,いくつかの可能性をあげることができるが,観測さ
れたピークの形状,位置の磁場依存性などからみて,-様な外部磁場によってスピングラス相
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